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団
長
の
熱
き
思
い

  

平
成
三
十
年
度
表
彰

郷
土
を
守
る
た
め
に

　�

片
品
村
消
防
団
　
団
長
　
田
邊
　
伸
幸

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
の
御
功
績
に
よ
り
叙

勲
及
び
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

元
太
田
市
消
防
団	

団
長�

上
村　

勝
利

元
伊
勢
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

福
島　

行
孝

瑞
宝
単
光
章

元
高
崎
市
消
防
団	

副
団
長　

掘
越
今
朝
雄

元
高
崎
市
消
防
団	

副
団
長　

三
木
登
世
宣

元
高
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

掘
越
今
朝
雄

元
高
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

三
木
登
世
宣

元
安
中
市
消
防
団	

分
団
長�

寺
口　
　

昭

元
富
岡
市
消
防
団	

副
団
長�

関　
　

文
夫

元
伊
勢
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

櫻
井　

博
士

元
高
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

井
田　

博
巳

元
前
橋
市
消
防
団	

副
団
長�

久
家　

邦
夫

元
安
中
市
消
防
団	

分
団
長�

髙
橋　

利
雄

元
桐
生
市
消
防
団	

分
団
長�

園
田　

一
雄

藍
綬
褒
章

前
橋
市
消
防
団	

副
団
長�

小
田　

唯
夫

太
田
市
消
防
団	

副
団
長�

梶
塚　

正
志

高
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

野
尻　

重
雄

群
馬
県
功
労
者
表
彰

神
流
町
消
防
団	

団
長�

櫻
井　

利
幸

群
馬
県
総
合
表
彰

高
山
村
消
防
団	

団
長�

大
木　

牧
男

桐
生
市
消
防
団	
副
団
長�

時
田　

和
夫

長
野
原
町
消
防
団	
団
長�

石
田　

秀
雄

下
仁
田
町
消
防
団	

団
長�

林　
　
　

孝

草
津
町
消
防
団	

団
長�

早
川　

信
之

藤
岡
市
消
防
団	

団
長�

栁
澤　

義
徳

東
吾
妻
町
消
防
団	

団
長�

中
澤　

匡
史

高
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

堀
口　

富
義

高
崎
市
消
防
団	

副
団
長�

中
里　

明
義

沼
田
市
消
防
団	

元
団
長�

塩
野　

富
弘

安
中
市
消
防
団	

団
長�

萩
原　

哲
也

消
防
協
会
定
例
表
彰

『
表
彰
者
総
数　

三
三
七
三
名
』

☆
功
労
章�

一
五
五
名(

三
五
名
）

☆
永
年
勤
続
功
労
章�

三
一
五
名（
四
五
名
）

☆
精
績
章�

四
六
九
名

☆
精
勤
章

　

五
年
勤
続�

六
一
四
名

一
○
年
勤
続�

四
九
四
名

一
五
年
勤
続�

四
○
八
名

二
○
年
勤
続�

二
四
六
名（
三
一
名
）

二
五
年
勤
続�

一
七
八
名（
六
九
名
）

三
○
年
勤
続�

五
六
名（
一
五
名
）

三
五
年
勤
続�

三
六
名（
一
三
名
）

四
○
年
勤
続�

一
九
名（
一
三
名
）

☆
永
年
勤
続
退
職
者
表
彰

�

三
七
三
名（
六
四
名
）

☆
三
世
代
伝
承
等�

一
〇
名

（　

）内
は
消
防
職
員
数

　

片
品
村
は
、
群
馬
県
の
東
北
部
に
あ
り
、
尾

瀬
国
立
公
園
を
は
じ
め
日
光
白
根
山
、武
尊
山
、

至
仏
山
な
ど
の
百
名
山
も
有
し
て
お
り
ま
す
。

中
央
を
片
品
川
が
流
れ
、
集
落
は
川
沿
い
に
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
面
積
は
東
西
二
十
四
㎞
、

南
北
三
十
四
㎞
、
総
面
積
三
百
九
十
一
㎢
と
広

い
面
積
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
九
十
％

は
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
関
東
唯
一

の
特
別
豪
雪
地
帯
と
し
て
五
箇
所
の
ス
キ
ー
場

を
中
心
に
賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

　

片
品
村
消
防
団
は
平
成
三
十
年
十
月
一
日
現

在
、
二
六
八
名
八
個
分
団
に
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
村
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
も
多
様
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
が
、
片
品
村
で
は

多
く
の
森
林
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
林
野

火
災
を
想
定
し
た
訓
練
や
装
備
の
充
実
は
も
ち

ろ
ん
、
入
山
者
・
山
林
所
有
者
へ
の
啓
発
や
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
予
防
業
務
、
行
方
不
明
者
の

捜
索
な
ど
も
消
防
団
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
し

て
地
元
分
団
を
中
心
と
し
て
対
応
し
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
広
い
森
林
地
域
を
人
足
に
よ
り
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
地
域
で
の
消
防
団
活
動
の

さ
ら
な
る
資
質
向
上
の
た
め
、
県
内
で
も
い
ち

早
く
災
害
対
策
支
援
用
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
災
害
範
囲
を
安
全
に
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
に

よ
り
、
緊
急
時
に
は
夜
間
に
も
捜
索
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
い
ち
早
く
遭
難
者
等
を
発
見
で
き

る
と
期
待
し
て
日
々
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

消
防
団
活
動
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は｢

自

分
の
地
域
は
自
分
で
守
る｣

と
い
う
郷
土
愛
を

も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が

減
災
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
消
防
団
の
共
通
の
目
的
で

あ
る
住
民
の
安
心
安
全
と
財
産
を
守
る
と
い
う

使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
時
と
し
て
市
町

村
を
超
え
た
広
域
的
連
携
も
意
識
し
行
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
考
え
て
お
り

ま
す
。
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消 防団紹介 消防団員募集

問い合わせ：各市町村役場へ

　

藤
岡
市
は
群
馬
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
総
面
積
は
一
八
〇
．
二
九
㎢
、
人

口
は
約
六
六
、〇
〇
〇
人
で
す
。
周
囲

に
は
、
鮎
川
・
鏑
川
・
烏
川
・
神
流
川

が
流
れ
、
最
南
部
に
は
下
久
保
ダ
ム
が

あ
り
、緑
と
清
流
に
恵
ま
れ
た
地
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
地
と
し
て
は
「
ら
ら
ん

藤
岡
」が
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
ら

ら
ん
藤
岡
」
は
上
信
越
道
藤
岡
Ｉ
Ｃ
に

隣
接
し
、
高
速
道
路
と
一
般
道
の
両
方

か
ら
利
用
で
き
る
道
の
駅
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
内
の
農
作
物
や
お
土
産
を
取

扱
う
店
舗
や
、
飲
食
店
が
並
び
、
好
き

な
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
七
年
連
続

第
一
位
に
選
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
が

楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
藤
岡
市
消
防
団
は

十
四
個
分
団
二
一
四
名
で
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
第
一
〇
分
団
は

女
性
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成

六
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。
火
災
の
現

場
に
出
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
普
段
か
ら
独
居
老
人
宅
へ
の
訪
問

や
、
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
運
動
な

ど
の
防
火
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
藤
岡
市
に
お
い
て

群
馬
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
群
馬
県
総
合
防
災
訓
練
は
、
県
内

の
一
二
市
で
持
ち
回
り
に
よ
り
開
催
す

る
大
規
模
な
防
災
訓
練
で
、
藤
岡
市
消

防
団
は
住
宅
火
災
消
火
訓
練
、
土
石
流

か
ら
の
救
出
救
助
訓
練
、
水
防
工
法
訓

練
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
で
は
、
消
火
活
動
に
よ
り

減
少
し
た
消
防
用
水
を
、
災
害
応
援
協

定
を
結
ん
で
い
る
群
馬
県
中
央
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
が
、
ミ
キ
サ
ー
車

に
よ
り
補
充
し
、
引
き
続
き
放
水
を
行

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
救
出
救
助
訓
練
は
、
倒
壊

家
屋
に
倒
れ
掛
か
っ
て
い
る
倒
木
を

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
断
し
、
家
屋
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
た
人
を
救
助
し
ま
し

た
。
救
助
さ
れ
た
人
は
足
を
負
傷
し
て

い
る
想
定
だ
っ
た
た
め
、
鳶
口
二
本
と

毛
布
で
簡
易
担
架
を
作
成
し
、
避
難
所

ま
で
運
搬
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
消
防
団
に
と
っ
て
一
番
大

き
な
見
せ
場
と
な
る
水
防
工
法
訓
練

は
、
第
一
〇
分
団
を
除
く
全
分
団
が
出

場
し
、
堤
防
に
見
立
て
た
盛
り
土
に
改

良
積
土
の
う
・
月
の
輪
工
法
を
実
施
し

ま
し
た
。
堤
防
の
決
壊
・
越
水
を
防
ぐ

た
め
素
早
く
工
法
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
、
難
し
い
訓
練
で
し
た
。

　

今
回
の
救
出
救
助
訓
練
や
水
防
工
法

訓
練
は
、
山
間
部
や
河
川
が
多
い
藤
岡

市
に
と
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
対
応

を
学
ぶ
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

群
馬
県
は
災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
近
年
で

は
、
同
じ
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
地
域

に
お
い
て
も
過
去
に
例
を
見
な
い
よ
う

な
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
藤
岡
市
消
防

団
も
、
災
害
が
少

な
い
地
域
と
油
断

す
る
こ
と
な
く
、

市
民
の
生
命
・
財

産
、
そ
し
て
安
心

安
全
を
守
れ
る
よ

う
日
々
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

藤
岡
市
消
防
団

　

吉
岡
町
消
防
団
は
、
団
員
計
一
○
三

名（
定
員
一
二
八
名
）
が
在
籍
し
て
お

り
、
全
五
個
分
団
、
五
台
の
消
防
ポ
ン

プ
車
を
所
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
の
活
動
は
、
火
災
時
出
動
、
風

水
害
や
地
震
発
生
時
に
お
け
る
防
災
活

動
、
春
・
秋
の
火
災
予
防
広
報
活
動
、

秋
季
点
検
及
び
歳
末
特
別
警
戒
等
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
二
月
に
は
、
吉
岡
町
で

は
初
の
開
催
と
な
っ
た
総
合
防
災
訓
練

に
参
加
し
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な

ど
と
の
連
携
、
地
元
自
治
会
と
の
共
同

作
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
地

元
自
治
会
と
の
連
携
は
、
近
年
の
大
災

害
で
は
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
地
域
住
民
と
消
防
団
の
早
期
の
救

助
活
動
に
よ
り
多
く
の
命
が
救
わ
れ
て

き
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
今
後
も
積
極
的
に
地

域
と
消
防
団
の
共
同
訓
練
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
岡
町
は
利
根
川
に
面
し
て

い
る
た
め
、
近
年
急
増
し
て
い
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
台
風
上
陸
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
を
警
戒
し
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
渋

川
広
域
消
防
南
分
署
に
指
導
を
依
頼

し
、
水
防
訓
練
を
実
施
し
、
土
嚢
の
作

成
方
法
や
効
率
的
な
積
み
方
を
学
び
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
で
は
近
年
複

雑
化
し
て
い
る
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
日
々
新
し
い
訓
練
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
団
員
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
吉
岡
町
は
、
県
内
で

も
随
一
の
人
口
増
加
率
を
誇
り
若
年
層

の
住
民
も
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
年
々

団
員
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

そ
の
た
め
消
防
団
で
は
、
町
内
の
保

育
園
・
幼
稚
園
で
園
児
を
対
象
に
し
た

防
火
啓
発
活
動
の
実
施
や
町
内
自
治
会

の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
吉
岡
町
ふ
る

さ
と
祭
り
で
の
消
防
団
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

消
防
団
の
広
報
や
活
動
へ
の
理
解
を
広

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
の
行
事
へ

積
極
的
に
参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
吉
岡
町
は
急
速
に
発
展
し
、

消
防
団
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
著
し

く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

吉
岡
町
消
防
団
は
こ
の
よ
う
な
変
化
に

的
確
に
対
応
し
、
町
民
の
消
防
団
へ
の

理
解
を
深
め
、
団
員
個
々
の
技
術
を
向

上
さ
せ
、
消
防
団
全
体
が
一
致
団
結
の

も
と
町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

吉
岡
町
消
防
団
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十
月
四
日（
木
）他
県
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
六
強
の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
緊
急
消
防

援
助
隊
群
馬
県
大
隊
が
応
援
出
動
す
る
こ
と
を

想
定
し
『
平
成
三
十
年
度
群
馬
県
緊
急
消
防
援

助
隊
合
同
訓
練
』
が
渋
川
市（
北
橘
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
他
）で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
合
同
訓
練
は
、
阪
神･
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、
地
震
・

風
水
害
等
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
人
命
救
助
等
の
災
害
対
応
活
動
を
迅
速

か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
緊
急
消
防
援

助
隊
群
馬
県
大
隊
の
連
携
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
年
次
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
合
同
訓
練
で
は
、
県
内
十
一
消
防
本

部
の
精
鋭
二
十
七
部
隊（
陸
上
部
隊
）を
は
じ
め
、

群
馬
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
災
害
救
助
犬
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
参
加
し
、
情
報
伝
達
訓
練
、
参
集
訓
練
、

部
隊
運
用
訓
練
、
燃
料
補
給
訓
練
、
宿
営
訓
練

な
ど
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
消
防
隊
援
助
隊
の
出
動
、
活
動
時
に

お
け
る
各
部
隊
の
連
携
な
ど
、
他
県
へ
の
応
援

体
制
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、

実
践
的
な
訓
練
を
通
じ
て
緊
急
消
防
援
助
隊
群

馬
県
大
隊
及
び
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
も

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
群
馬
県
緊
急
消
防
援
助
隊
合
同
訓
練

　

救
急
部
会
は
、
救
急
隊
員
の
教
育
を
主
眼
と

す
る
教
育
研
究
検
討
班
と
、
現
場
活
動
の
研
究

な
ど
を
主
眼
と
し
た
現
場
活
動
検
討
班
か
ら
構

成
さ
れ
、
県
内
十
一
消
防
本
部（
局
）を
代
表
す

る
救
急
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
壁
を
乗
り

超
え
、
病
院
前
救
護
活
動
充
実
の
た
め
積
極
的

な
部
会
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
実
績
と
し
て
、
テ
ロ
災
害
に
対
す

る
国
民
保
護
を
目
的
に
「
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
災
害
に

つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形

式
の
研
修
会
を
開
催
し
た
他
、
各
地
区
の
事
案

を
症
例
検
討
し
、
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
技
術
研
修
に
つ
い
て
は
、
救
急
救
命
士

の
資
格
を
有
し
て
入
職
し
た
消
防
職
員
へ
技
術

の
伝
承
を
目
的
と
す
る
研
修
会
、
集
団
災
害
発

生
時
に
お
け
る
現
場
活
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
産

科
救
急
に
対
応
す
る
実
技
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
部
会
活
動
に
他
機
関
か
ら
も
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
災
害
拠
点
病
院
を
は
じ
め

群
馬
県
警
察
等
と
合
同
で
連
携
訓
練
も
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
に
お
い
て
、
関
係
機
関
相
互
の
連

携
が
図
ら
れ
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
高
ま
り
、
顔
の

見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

救
急
部
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
他
機
関
と
の

連
携
訓
練
、
研
修
等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
県

内
救
急
隊
員
の
技
術
向
上
の
た
め
に
、
今
後
も

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

救
急
部
会
の
活
動

�

〜
群
馬
県
消
防
長
会
〜

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
の
取
り
組
み

�

～「
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
会
の
開
催
」～

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
八
月

十
九
日（
日
）
沼
田
市
高
橋
場
町
の
中
央
消
防

署
に
お
い
て
「
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
会
は
、
管
内
の
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
遊
び
体
験
の
中
か

ら
防
災
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、
自
主
防
災
や

地
域
防
災
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　

イ
ン
パ
ル
ス
放
水
銃
の
デ
モ
展
示
や
地
震

体
験
車
、
ミ
ニ
消
防
車
、
放
水
、
綱
渡
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
等
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

ほ
か
、
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
は
住
警
器

の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
前
年
度
に

更
新
さ
れ
た
は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
を
実
施

し
、
参
加
者
は
地
上
二
十
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
眺

め
る
故
郷
の
風
景
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
体
験
会
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
、
申
込
受
付
開
始
日
に
定
員
に
達
す
る
人

気
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

小
さ
な
消
防
隊
員
達
は
各
種
目
に
笑
顔
で
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、「
消
防
署
」
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
保
護
者
の
皆
様
に
は

「
消
防
行
政
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

燃料補給訓練

インパルス放水銃展示

救出訓練

斜降下
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富山県広域消防防災センター

第26回全国消防操法大会館林消防団 群馬県選手団入場

　

十
月
十
九
日
、
富
山
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー（
富
山
県
富
山
市
惣
在
寺
）に
て
第
二
十
六

回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
群
馬
県

の
代
表
と
し
て
館
林
消
防
団
第
十
分
団
第
二
班

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
消
防
操
法
大
会
は
、
全
国
の
消
防

団
員
が
消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
消
防
活
動
の
充
実
発
展
、
ま
た

地
域
防
災
力
の
要
と
し
て
住
民
か
ら
厚
い
信
頼

を
得
て
、
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
消
防
操
法

の
技
術
を
競
い
合
う
名
誉
あ
る
大
会
で
す
。

　

第
十
分
団
第
二
班
は
、
今
年
の
一
月
よ
り
、

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
訓
練
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

特
に
今
年
の
夏
は
、
大
会
を
間
近
に
控
え
た

貴
重
な
訓
練
日
に
、
台
風
等
悪
天
候
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
訓
練
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
も
ど
か
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
選
手
、

団
員
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
各
自
の
仕
事
を

終
え
た
後
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
、
夜
間
で
の

訓
練
を
実
施
し
て
い
っ
た
結
果
、県
大
会
優
勝
、

念
願
の
全
国
大
会
に
初
出
場
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

九
月
初
旬
、
未
知
の
世
界
、
全
国
大
会
へ
向

け
て
の
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
区
大
会
、

県
大
会
は
芝
生
の
上
、
全
国
大
会
は
浸
透
性
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
で
の
異
な
っ
た
競
技
会
場
で
あ
る

事
を
知
り
、
選
手
の
中
で
不
安
の
声
も
あ
が
り

ま
し
た
が
、
選
手
の
頑
張
り
は
勿
論
、
団
員
一

人
ひ
と
り
の
操
法
に
関
す
る
目
も
肥
え
、
選
手

団
員
間
で
ア
ド
バ
イ
ス
も
飛
び
交
う
様
に
な

り
、
さ
ら
に
練
習
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
活

発
な
意
見
が
生
ま
れ
ま
し
た
。大
会
直
前
に
は
、

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
に
操
法
披
露
で

き
れ
ば
、
上
位
入
賞
は
勿
論
、
優
勝
を
も
勝
ち

取
れ
る
と
選
手
全
員
が
自
信
を
持
ち
、
大
会
に

向
け
最
高
の
形
で
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
競
技
中
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
場
に
は
全
国
各
地
か
ら
集
い

あ
っ
た
出
場
隊
・
消
防
関
係
者
、
地
元
の
代
表

を
激
励
し
よ
う
と
集
ま
っ
た
応
援
者
の
熱
い
声

援
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
、
独
特
の
緊
張
感
の

中
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
二
十
五
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
館
林
消
防
団
は
十
四
番
目
に
操
法
を
実

施
。
指
揮
者
の
「
操
作
始
め
」
の
号
令
と
共
に
、

選
手
達
は
一
斉
に
動
作
を
開
始
。
適
確
な
放
水

で
火
点
を
撃
ち
抜
く
指
揮
者
、
迅
速
・
正
確
に

ホ
ー
ス
を
展
張
し
た
一
番
員
、
節
度
あ
る
動
き

で
伝
令
を
行
っ
た
二
番
員
、
冷
静
な
判
断
で
小

型
ポ
ン
プ
を
操
作
し
た
三
番
員
、
徹
し
て
水
利

確
保
を
維
持
し
た
補
助
員
、
群
馬
県
代
表
と
し

て
の
誇
り
を
胸
に
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
皆
さ

ん
の
激
励
・
声
援
を
さ
ら
な
る
力
に
し
、
選
手

達
は
旺
盛
な
士
気
と
と
も
に
、
基
本
を
身
に
付

け
た
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
十
分
団
第
二
班
は
敢
闘
賞
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
選
手
、
団
員

全
員
の
団
結
、
信
頼
関
係
の
賜
物
で
あ
り
、
ま

た
館
林
消
防
団
の
歴
史
に
新
た
な
る
一
ペ
ー
ジ

と
し
て
の
受
賞
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
今
大
会
に
際
し
ま
し
て
は
、
市
町

第
二
十
六
回 

全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
て

館
林
消
防
団
長
　
野
村
　
政
美

の
関
係
者
及
び
団
本
部
、
選
手
、
団
員
の
ご
家

族
や
地
元
の
皆
様
、
並
び
に
各
分
団
関
係
者
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
夜
間
の

訓
練
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
群
馬
県
消
防
学
校
教
官
の
皆
様
、
館
林
地
区

消
防
組
合
の
職
員
を
は
じ
め
、
群
馬
県
関
係
者

の
皆
様
、
群
馬
県
消
防
協
会
の
皆
様
の
ご
支
援

に
対
し
て
も
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
全
国
大
会
出
場
で
得
た
貴
重
な
体
験

を
生
か
し
、
な
お
一
層
の
精
進
を
重
ね
て
く
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
益
々
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
、
お

礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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献
花
に
つ
づ
き
、
主
催
者
及
び
来
賓
の
皆
様
・

消
防
関
係
者
ら
が
献
花
台
に
進
み
花
を
供
え
遺

影
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。　

殉
職
さ
れ
た
七
名（
写
真
右
側
か
ら
）

吾
妻
広
域
消
防
本
部

塩
原　

英
俊	

消
防
司
令
長

吾
妻
広
域
消
防
本
部

蜂
須
賀
雅
也	

消
防
司
令
長

吾
妻
広
域
消
防
本
部

黒
岩　

博	

消
防
司
令
長

吾
妻
広
域
消
防
本
部

水
出　

陽
介	

消
防
司
令
長

吾
妻
広
域
消
防
本
部

田
村　

研	

消
防
監

　
群
馬
県
防
災
航
空
隊

岡　

朗
大	

隊
員 

(

吾
妻
広
域
消
防
本
部　

消
防
司
令)

群
馬
県
防
災
航
空
隊

小
澤　

訓	

隊
長

(

多
野
藤
岡
広
域
市
町
村
圏
振
興

  

整
備
組
合
消
防
本
部 

消
防
司
令
長)

　

平
成
三
十
年
八
月
十
日（
金
）に
発
生
し
た
群

馬
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
は
る
な
」
墜
落
事

故
の
殉
職
消
防
職
員
合
同
追
悼
式
が
、
群
馬

県
・
群
馬
県
消
防
長
会
の
主
催
に
よ
り
、
同
年

十
二
月
九
日（
日
）
高
崎
市
の
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
遺
族
や
消
防
関

係
者
な
ど
約
一
、二
〇
〇
名
が
参
列
し
、
黙
祷

を
捧
げ
殉
職
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

追
悼
式
で
は
、
七
名
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
を

た
た
え
、
県
知
事
表
彰
・
県
消
防
協
会
顕
彰
、

消
防
庁
長
官
表
彰
・
全
国
消
防
長
会
顕
彰
・
日

本
消
防
協
会
顕
彰
・
群
馬
県
消
防
長
会
表
彰
が

贈
呈
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
に
飾
ら
れ
た
祭
壇
に
は

遺
影
が
飾
ら
れ
る
と
と
も
に
、
表
彰
状
や
顕
彰

状
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
澤
正
明
知
事
は
「
か
け
が
え
の
な
い
方
々

を
一
瞬
に
し
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
事
は
誠
に
大

き
な
損
失
で
、
痛
恨
の
念
に
堪
え
な
い
。
皆
さ

ん
の
崇
高
な
精
神
を
胸
に
刻
み
、
そ
の
ご
意
志

に
応
え
る
た
め
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
し
た
防
災
航
空

体
制
の
再
構
築
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
別
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
追
悼
の
辞
・

弔
電
の
披
露
の
あ
と
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
音

楽
隊
に
よ
る
献
奏
曲
と
し
て
、
消
防
士
の
活
躍

を
描
い
た
映
画
「
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
」
で
使
用

さ
れ
た
曲
を
七
名
に
捧
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
遺
族
・
ご
親
族
の
皆
様
に
よ
る

群
馬
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
事
故

　
　
殉
職
消
防
職
員
合
同
追
悼
式
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平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日（
金
）群
馬
県
消
防
学
校

の
慰
霊
碑
前
に
お
い
て
、
群
馬
県
殉
職
消
防
職
団
員
慰

霊
祭
を
挙
行
し
ま
し
た
。
御
遺
族
代
表
の
方
々
を
は
じ

め
ご
来
賓
の
皆
様
、
消
防
協
会
役
員
・
消
防
関
係
者
な

ど
一
五
十
名
の
ご
参
加
を
頂
き
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

群
馬
県
消
防
協
会
会
長
で
あ
る
大
澤
正
明
知
事
は
式

辞
の
中
で
、「
本
年
八
月
十
日
に
、
本
県
の
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
『
は
る
な
』
が
墜
落
し
、
搭
乗
者
九
名
が
お

亡
く
な
り
に
な
る
と
い
う
、
大
変
、
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
、
文
字
通
り
身
命

を
賭
し
て
数
多
く
の
人
命
を
救
っ
て
き
た
、
群
馬
県
防

災
航
空
隊
員
及
び
吾
妻
広
域
消
防
本
部
職
員
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

二
度
と
こ
の
様
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
隊
員
の
安
全

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、防
災
航
空
体
制
の
再
構
築
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

慰
霊
碑
に
は
、
消
防
職
団
員
と
し
て
職
務
を
遂
行
す
る

中
、
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
身
を
挺
し

て
危
険
に
立
ち
向
か
わ
れ
、
尊
く
も
そ
の
職
に
殉
ぜ
ら

れ
た
方
々
が
祭
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
我
々
は
、
御
霊
の

尊
い
教
訓
を
生
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
災
害
に

強
く
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
こ
に
お
誓
い
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
述
べ
、
消
防
関
係
者
で
殉
職
者
の
御

霊
に
対
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・

安
心
へ
の
誓
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

群
馬
県
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭
を
挙
行
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第
二
十
四
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
滋

賀
大
会（
平
成
三
十
年
十
一
月
九
日
）に
群
馬
県

代
表
と
し
て
二
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

国
の
消
防
団
員
数
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
女
性
消
防
団
員
は
着
実
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
防
団
活
動
に
お
け
る

女
性
団
員
の
重
要
性
が
一
段
と
広
く
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

全
国
の
女
性
団
員
の
皆
様
が
、
一
堂
に
会
し

て
率
直
に
情
報
交
流
を
し
、
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
一
層
の
活
発
化
、
消
防

団
の
さ
ら
な
る
充
実
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
交
流
を
深
め
、
全
国
の
絆
を
強
め
な
が

ら
、
力
を
合
わ
せ
て
近
年
相
次
い
で
い
る
様
々

な
火
災
、
自
然
災
害
か
ら
大
事
な
家
族
、
地
域

を
守
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

「第24回
全国女性消防団員
活性化滋賀大会」
に参加して
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前
橋
市
消
防
局
が
病
院
前
救
護
の
向
上
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
は
猛
暑
に
伴
う
熱
中
症
や
超
高
齢
社
会

な
ど
に
よ
り
救
急
要
請
の
需
要
は
年
々
増
加
を

し
て
い
ま
す
。

　

更
に
救
急
救
命
士
の
救
命
処
置
は
年
々
拡
大

前橋ドクターカーの
取り組みについて

前橋市消防局

車内活動状況 ドクターカー

し
て
今
ま
で
は
心
肺
機
能
停
止
の
傷
病
者
だ
け

に
し
か
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
処
置
が
、
意
識

障
害
を
発
症
し
て
い
る
低
血
糖
発
作
の
傷
病
者

へ
の
ブ
ド
ウ
糖
投
与
や
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
傷
病

者
へ
の
輸
液
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
よ

り
高
度
な
知
識
と
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
社
会
情
勢
の
中
で
前
橋
市
消
防
局
で

は
群
馬
県
の
委
託
に
よ
り
前
橋
赤
十
字
病
院
が

運
用
し
て
い
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
補
完
事
業
と

し
て
平
成
25
年
か
ら
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
用
を
開

始
し
、
徐
々
に
運
用
時
間
を
拡
大
し
実
績
を
重

ね
た
結
果
、
平
成
30
年
か
ら
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー

事
業
と
し
て
前
橋
赤
十
字
病
院
と
本
格
的
に
運

用
を
開
始
し
、
更
に
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病

院
と
の
試
験
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

前
橋
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
救
急
隊
員
３
名
・
医

師
・
看
護
師
が
救
急
車
で
一
緒
に
出
動
し
、
重

症
又
は
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
に
先
着
し
て
い

る
救
急
隊
と
協
力
し
て
救
急
現
場
か
ら
治
療
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

傷
病
者
や
家
族
な
ど
の
関
係
者
は
、
通
常
３

名
の
救
急
隊
員
で
対
応
を
す
る
と
こ
ろ
を
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
対
応
と
な
る
こ
と
で
８
名
の
救
護

体
制
と
な
り
、
迅
速
な
活
動
の
中
で
医
師
や
看

護
師
か
ら
専
門
的
な
病
状
や
治
療
説
明
を
受
け

る
こ
と
で
治
療
だ
け
で
な
く
安
心
感
も
提
供
さ

れ
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
事
業
の
良
い
面
は
、
傷
病
者

や
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
消
防
に
と
っ
て
も
良

い
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
有
効
に
運
用
す
る
た
め
に
、

通
信
指
令
課
は
１
１
９
番
通
報
の
内
容
か
ら
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
必
要
性
の
判
断
が
求
め
ら
れ
、
傷

病
者
の
状
態
や
症
状
な
ど
を
聴
取
す
る
中
で
出

動
隊
数
を
見
極
め
る
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
救
急

隊
に
あ
っ
て
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
の
治
療
の
必

要
性
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
専

門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
、
院

内
ス
タ
ッ
フ（
医
師
及
び
看
護
師
）
と
消
防
職
員

が
集
ま
っ
て
全
て
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
事
案
の
検

討
を
毎
月
行
い
、
活
動
の
反
省
や
知
識
の
共
有

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

更
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
よ
り
早
く
出
動
す
る

た
め
に
消
防
署
か
ら
救
急
隊
が
出
動
し
て
病
院

を
経
由
し
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
同
乗
さ
せ
救
急
現

場
に
向
か
う
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
式
か
ら
、
救
急

隊
を
病
院
に
常
駐
さ
せ
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
同

時
に
出
動
で
き
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
変
更

し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
早
く
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が

救
急
現
場
へ
到
着
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
式
に
変
更
で
き
た
こ
と
で
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
救
急
隊
が
、
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
活
動
中
に
生

じ
た
疑
問
や
問
題
点
な
ど
も
す
ぐ
に
解
決
が
可

能
と
な
り
、
ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
活

用
し
た
病
院
実
習
を
実
施
し
た
こ
と
で
救
急
隊

員
と
し
て
必
要
な
再
教
育
体
制
も
充
実
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
頃
か
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
救

急
隊
が
良
好
な
関
係
で
協
力
体
制
を
取
っ
て
い

る
こ
と
で
、
地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
際
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情

報
共
有
が
図
れ
る
こ
と
で
、
厳
し
い
状
況
下
に

お
か
れ
て
も
効
果
的

な
活
動
が
で
き
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

前
橋
市
消
防
局
は
、

今
後
も
ド
ク
タ
ー

カ
ー
事
業
を
通
じ
て

病
院
前
救
護
体
制
の

強
化
に
取
り
組
み
住

民
の
安
全
と
安
心
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

ポ
ン
プ
車
昭
和
村
・

小
型
ポ
ン
プ
館
林
が
優
勝

◦個人表彰（ポンプ車の部）
順　位 消防団名 選手名

指揮者 中之条町消防団第２分団第４部 宮﨑　隆之

１番員 太田市消防団第10分団第１部 阿部　淳志

２番員 太田市消防団第12分団第２部 小島　真人

３番員 昭和村消防団第９分団 髙橋　　輝

４番員 昭和村消防団第９分団 小沼　智史

◦個人表彰（小型ポンプの部）
順　位 消防団名 選手名

指揮者 安中市消防団第13分団 栗原　俊之

１番員 昭和村消防団第５分団 藤井　利文

２番員 館林消防団第10分団第２班 川島　洵也

３番員 昭和村消防団第５分団 諸田　政徳

◦ポンプ車の部成績（入賞チーム）
順　位 消防団名 得　点

優　勝 昭和村消防団第９分団 189.67 

準優勝 みなかみ町消防団第２分団 181.33 

第３位 太田市消防団第12分団第２部 179.67 

第４位 太田市消防団第10分団第１部 178.00 

第５位 中之条町消防団第２分団第４部 171.33 

第６位 榛東村消防団第１分団 169.17 

◦小型ポンプの部成績（入賞チーム）
順　位 消防団名 得　点

優　勝 館林消防団第10分団第２班 91.50 

準優勝 昭和村消防団第５分団 90.33 

第３位 安中市消防団第13分団 80.00 

第
二
十
四
回
　
群
馬
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
開
催

平
成
三
十
年
八
月
十
八
日（
土
）　

群
馬
県
消
防
学
校

ドクターカー症例検討会の状況



地域住民の安心・安全のために

10ぐんまの消防 第37号

　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か

け
て
、
千
葉
県
に
お
い
て
関
東
地
区
の
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
相
互
の
交
流
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
充
実
・

強
化
・
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
「
平
成
三
十

年
度
関
東
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
幹
部

地
域
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
群
馬
県
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
か
ら
は
、
小
俣
会
長
、
纐

纈
監
事
、
小
林
役
員
の
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
初

日
の
講
演
で
は
、
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
地
域

防
災
室
消
防
団
専
門
官
の
手
塚
康
長
氏
よ
り
「
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
と
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
」
と
題
し

て
自
然
災
害
発
生
時
の
避
難
情
報
の
伝
達
や
避
難
誘

導
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
に
つ
い
て
十
年
経
過
し
た
際
の
広
報
要
領
や
連

動
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
機
能
な
ど
奏
功
事
例
を

聞
き
、
改
め
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
平
野
啓
子
氏
の
記
念
講
演
で
は
、

江
戸
を
舞
台
に
し
た
家
族
の
絆
「
ち
っ
ち
ゃ
な
か
み

さ
ん
」（
平
岩
弓
枝　

作
）
の
感
動
的
な
語
り
を
聴
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
都
県
の
活
動
発
表
で

は
、
地
域
防
災
訓
練
や
研
修
に
お
い
て
「
女
性
に
な

に
が
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
研
究
、
検
討

し
実
施
さ
れ
て
い
る
発
表
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

群
馬
県
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
既

存
住
宅
へ
の
設
置
義
務
化
か
ら
、
十
年
を
経

過
し
ま
し
た
が
、
平
成
三
十
年
六
月
一
日
現

在
で
そ
の
設
置
率
は
七
十
．
六
％
で
あ
り
、

全
国
四
十
五
位
と
い
う
状
況
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏

を
構
成
す
る
渋
川
市
、
吉
岡
町
、
榛
東
村
の

う
ち
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
を
有
す
る
、
渋
川

市
、
吉
岡
町
の
各
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
約
五
百
名
の
会
員
に
よ
り
、

防
火
・
防
災
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

渋
川
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成

三
十
年
七
月
二
十
一
日
渋
川
市
で
開
催
さ
れ

た
「
渋
川
へ
そ
祭
り
」
に
お
い
て
、
吉
岡
町

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
三
十
年
十
月

七
日
吉
岡
町
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
祭

り
」
に
お
い

て
、
住
宅
用

火
災
警
報
器

の
設
置
率
向

上
の
た
め
の

普
及
啓
発
活

動
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
年
は
特

に
、
小
さ
い

お
子
さ
ん
の

い
る
ご
家
庭

連
動
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
に
向
け
た
取
組

を
強
化
し
て
い
る
地
区
、「
十
年
た
っ
た
ら
取
り
替

え
ま
し
ょ
う
。」
を
推
進
し
て
い
る
地
区
、
個
別
訪

問
を
行
い
設
置
の
呼
び
か
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
て
奏
功
事
例
の
説
明
を
し
な
が
ら
効
果
を
上
げ
た

地
区
も
あ
り
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て
も
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
率
の
全
国
順
位
は
、
四
十
五
位
と

低
迷
し
て
い
る
た
め
、「
毎
月
十
日
」
を
住
警
器
の

日
と
し
て
普
及
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
の

発
表
が
小
俣
会
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
各
地
区
の
取

組
を
参
考
に
し
て
、
さ
ら
に
効
果
的
に
活
動
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
視
察
研
修
で
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
防
災
監
視
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
防

災
監
視
セ
ン
タ
ー
で
は
、敷
地
内
の
消
防
用
設
備（
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
非
常

放
送
設
備
）
が
作
動
し
た
と
き
に
把
握
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
消
防
車
両
二
台
を
保
有
し

火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、
自
衛
消
防
隊
が
消
防
車

両
に
乗
車
し
急
行
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
二
日
間
に
わ
た
る
研
修
会
で
、
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
得
た
情

報
や
知
識
を
本
県
の
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
方
に
伝
達
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

や
、
高
齢
者
の
い
る
ご
家
庭
へ
働
き
か
け
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
促
進
及
び
維

持
管
理
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
救
急
講
習
等

の
機
会
を
捉
え
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日
に
は
、
渋
川

市
防
災
訓
練
に
お
い
て
渋
川
市
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
が
初
期
消
火
訓
練
に
参
加
す
る
一
方
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
ブ
ー
ス
を

設
け
、
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
及
啓
発
活
動
に
お
い
て
、
未
設
置
世
帯

へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
重
要
性

や
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
へ
の
維
持

管
理
の
必
要
性
を
説
明
す
る
と
、
多
数
の
方

に
関
心
を
も
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

設
置
率
の
向
上
、
維
持
管
理
の
周
知
に
少
し

で
も
役
立
て
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
た
ち
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
防

火
・
防
災
の
た
め
、
家
庭
を
預
か
る
主
婦
の

目
線
に
立
ち
、「
家
庭
か
ら
火
事
を
出
さ
な

い
」
を
合
い
言
葉
に
、
火
災
の
予
防
は
も
と

よ
り
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
い

ち
早
く
火
災
の
発
生
を
周
り
に
知
ら
せ
、
被

害
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
活
動

に
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
平
成
三
十
年
度
関
東
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

幹
部
地
域
研
修
会
」
に
つ
い
て

群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
事
務
局

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て

渋
川
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
　
　
会
長
　
藤
井
　
千
鈴
子

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
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群
馬
県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地

域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
消
防
団
員
を
地
域
を
あ

げ
て
応
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
増
加
・

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
団
員

に
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
店
舗
「
ぐ

ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」
と
は
、
県
内
の
消
防

団
員
が
持
つ
団
員
証
の
提
示
に
よ
っ
て
、
優
遇
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
店
舗
で
す
。
平
成
三
十

年
十
二
月
末
日
現
在
の
登
録
数
は
二
百
二
十
六
と

な
っ
て
お
り
、
登
録
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
様
々
で
す
。
た
と
え
ば
ラ
イ
ス

大
盛
り
無
料
、
店
内
ポ
イ
ン
ト
二
倍
な
ど
、
各
店
舗

で
任
意
に
設
定
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
、無
料
で
す
。「
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」

と
し
て
登
録
い
た
だ
い
た
店
舗
に
は
、
登
録
表
示
証

や
ポ
ス
タ
ー
を
交
付
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
内
容
や
登
録
方
法
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
七
日
「
前
橋
工
科
大
学
」

と
十
一
月
三
日
「
高
崎
経
済
大
学
」
で
開
催
さ
れ
た

学
園
祭
で
「
消
防
団
員
募
集
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
」
を
出
展

し
ま
し
た
！

　

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は
学
生
向
け
の
消
防
団
員
募
集

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
説
明
を

す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
調

査
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
消
防
本
部
の
職
員
の
方
々
や
学
生
消
防
団

員
と
協
働
し
て
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
運
営
し
ま
し
た
。
近

し
い
年
代
で
あ
る
学
生
消
防
団
員
か
ら
来
場
し
た
学

生
に
直
接
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
消
防
団
員
統
一
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
、

学
生
団
員
の
士
気
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
来
場
者

に
消
防
団
の
存
在
を
広
く
周
知
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
消
防
団
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
次

世
代
の
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
学
生
の
入
団
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
取
組
を
通
し
て
、
若
い
う
ち
か
ら
消
防
団
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
消
防
団
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
在
学
中
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
と
な
っ

て
か
ら
の
入
団
を
促
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

群馬県消防保安課からのお知らせ

問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
消
防
保
安
課
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【福祉共済制度の給付内容】
事　由 給付名称 金　額（円）

死　亡
公　務

遺族援護金 1,000,000

弔慰金 23,000,000

保育援護金 1人　250,000

公務外 遺族援護金 1,000,000

重度障害
公　務

生活援護金 1,000,000

重度障害見舞金 23,000,000

保育援護金 1人　250,000

公務外 生活援護金 1,000,000

障　害 障害の状態により等級・金額がかわります。

入　院 事故＆疾病
入院見舞金
(120日限度)

7日以上
１日1,500円

※　掛金は、加入者１人当たり年額３，０００円です。

【問合せ先】
＊各市町村消防団担当及び
　群馬県消防協会まで
　☎ ０２７－２２０－１３３８

消防団員等福祉共済制度

学園祭での消防団員募集活動

「ぐんま消防団応援の店」登録店舗を募集しています
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常任理事　　小　見　　　洋

印　刷　所 朝日印刷工業株式会社

県内の消防の現況　（平成30年10月１日現在）

消防団員数 11,652人 （前年比 75人減）
男性 11,497人 （前年比 99人減）
女性 155人 （前年比 24人増）

消防職員数 2,534人 （前年比 2人減）

平成30年度全国統一防火標語　　 「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」

群馬県消防協会　支部一覧
支部名 所　在　地 電話番号

前 橋
〒371-0014　前橋市朝日町4-22-2
前橋市消防局総務課内

027-220-4504

高崎市等広域
〒370-0861　高崎市八千代町1-13-10
高崎市等広域消防局総務課内

027-322-2393

桐 生 広 域
〒376-0027　桐生市元宿町13-38
桐生市消防本部総務課内

0277-47-1701

伊 勢 崎 佐 波
〒372-0031　伊勢崎市今泉町2-895
伊勢崎市消防本部総務課内

0270-25-3511

太 田
〒373-0063　太田市鳥山下町409-1
太田市消防本部消防総務課内

0276-33-0200

利 根 沼 田
〒378-0056　沼田市高橋場町2049-1
利根沼田広域消防本部警防課内

0278-22-3139

館 林
〒374-0039　館林市美園町7-3
館林地区消防組合消防本部警防課内

0276-72-8361

渋 川
〒377-0008　渋川市渋川1815-51
渋川広域消防本部総務課内

0279-25-4191

多 野 藤 岡
〒375-0024　藤岡市藤岡982
多野藤岡広域消防本部警防課内

0274-22-2306

富 岡 甘 楽
〒370-2316　富岡市富岡1922-7
富岡甘楽広域消防本部警防課内

0274-62-4333

吾 妻
〒377-0801　吾妻郡東吾妻町大字原町35
吾妻広域消防本部警防課内

0279-68-0217


